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１．はじめに
―2014年度国際連携シンポジウム報告書刊行にあたって―
本年、第5回を迎えた宇都宮大学学生国際連携シンポジウムは「いま、日中関係を
考える　―大学生からみた「過去」「現在」「未来」―」というテーマのもと、本
学学生と中国人学生の報告、対中国関係の研究者である早稲田大学大学院教授・天
児慧先生と対日本関係の研究者である中国・上海の華東師範大学教授・徐顕芬先生
のご講演、そして、その後の討論というかたちで進行しました。なによりも、本国
際連携シンポジウムは国際社会で重要なパートナーであるべき日中間に横たわる課
題を速やかに解決し、新たな展開のうちに両国共通の利益を見出そうと願う学生・
教員の強い問題意識から企画されたものです。
1972年の日中国交正常化以来、さまざまな困難を乗り越えながら、両国関係は大
きく進展してきました。「日中友好平和条約」（1978）は戦略的互恵関係という未
来志向のもとで締結されました。ところが、21世紀に入ると、両国の関係は急速に
悪化していきます。なかでも2010年以降、日中間には多様かつ複雑な問題が生じて
います。互恵関係の見取り図が描けず、平和条約は「絵に描いたもち」にも等しい
ものとなっています。
こうした膠着状況を打破すべく2014年11月10日に北京におけるAPEC首脳会議の
場における日中両国首脳の会談に期待が寄せられました。しかし、首脳会談が実現
したとはいえ、真の日中の互恵関係の構築にはほど遠いという印象をむしろ浮彫に
する結果となりました。両首脳の一挙手一頭足にまで注目したマスコミは、期待と
は裏腹にぎこちなく握手を交わす様子や厳しい顔の表情を伝えました。
国際社会での両国の政治経済上の地位の変化が、両国国民に微妙な意識の変化を
もたらしています。また、尖閣問題は侵略の被害者中国と加害者日本という両国間
の歴史認識上の溝をより鮮明に蘇らせることになりました。ご講演くださった天児
先生、徐先生ともに両国関係の将来については悲観的ではありませんし、また学生
たちの発表もむしろ自分たちが開拓するべく日中関係の未来に関し、楽観的志向が
見て取られるように思われました。しかし、一方で、両国間には相互互恵関係構築
上の前提である歴史認識の課題が、厳然と存在しつづけているという事実も忘れる
ことが許されないことも明確となりました。
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天児慧先生、そして中国・上海からお出でいただきました徐顕芬先生、また同大
学院生梁　惠娣さん、会場にお越しのみなさま、そして、本学学生実行委員会のみ
なさん、教員のみなさま、本当におつかれさまでした。みなさんのおかげをもちま
して、本シンポジウムは大成功のうちにおえることができました。確かに、日中・
中日両国関係は複雑であり、歴史問題、尖閣問題を含め、そう簡単には解決できる
ものではないことが確認できました。しかしながら、そうであるからこそ、本シン
ポジウムは、日中・中日両国の若いみなさんを仲立ちとして、将来、新たな意識の
下で互恵関係を構築できるための先進的機会となった、それほど価値あるもので
あったといえるのではないでしょうか。ありがとうございました。
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